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学校生活サポートファイルは、下図のように３つのステップで進めていきます。

ステップ①では、主に担任の先生を中心に気になる児童をピックアップし、児童の実態把握をするとともに優先的に取り組む課題を整理します。
ステップ②では、主に校内支援委員会で児童の課題、予想される困難さの理由や児童のよさについて共通理解を図ります。よさをいかした短期目標の設定と支援の内容・方法について考え実施します。

	ステップ①（実態把握・優先課題）主に担任
	ステップ②（短期目標・支援）主に校内支援委員会
	ステップ③（評価）
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	　効果有り

　短期目標の

レベルアップ

効果無し

　支援の見直し

	４月　　　　　　　　５月　　　　　　　６月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月　　　　　　８月以降


ステップ③では、校内支援委員会で支援の効果を検討します。
　　　　　　　　　　　※　効果的な支援がみつからない場合は、外部専門機関（特別支援学校・発達教育センター）等へ相談しましょう。
プロフィール　　　　　　

	（ふりがな）
名　前

（性別）
	　　　　
	愛称
	

	
	　（　）
	
	

	学　校
	福岡市立　　　　小学校

	学　年
	１年
	２年
	３年
	４年
	５年
	６年

	担　任
	
	
	
	
	
	

	通級担当
	
	
	
	
	
	

	家族構成
	

	診断名
	

	診断機関
	
	診断時期
	

	健康面
アレルギー
投薬

偏食

その他

配慮事項
	

	【家庭の情報】
お子さんの様子やできるようになってほしいこと

	行動面（場に応じた言動、感情のコントロール、対人関係、こだわりなど）

	・

	学習面（教科の勉強、運動など）

	・

	生活面（身支度、忘れ物、時間を守るなど）

	・

	興味・関心のあるものや得意なもの

	・


リソースマップ　　　　　　　・子どもと関わりのある人を書きましょう。誰とどんな関わりがあるか整理しましょう。

観察項目チェック①（　）年
	項目
	観　点
	1学期
	２学期
	３学期
	項目
	観　点
	1学期
	２学期
	３学期
	項目
	観　点
	1学期
	２学期
	３学期

	学習態勢
	学習の準備ができる
	
	
	
	教科学習【主に国語（社会等）】
	話を聞いて理解できる
	
	
	
	教科学習【主に算数（理科等）】
	たし算ができる
	
	
	

	
	指示した通りにできる
	
	
	
	
	聞き間違い聞き漏らしがない
	
	
	
	
	ひき算ができる
	
	
	

	
	姿勢が良く、手遊びがない
	
	
	
	
	声の大きさや速さが適切
	
	
	
	
	かけ算ができる
	
	
	

	
	発表のルールを守る
	
	
	
	
	思いを伝えることができる
	
	
	
	
	わり算ができる
	
	
	

	
	話や発表に注意を向ける
	
	
	
	
	音読ができる
	
	
	
	
	九九を覚えている
	
	
	

	
	わからない時に質問できる
	
	
	
	
	文章の内容が理解できる
	
	
	
	
	数の表記ができる
	
	
	

	
	友達のじゃまをしない
	
	
	
	
	飛ばし読みや読み替えがない
	
	
	
	
	数の意味が分かる
	
	
	

	
	離席・飛び出しをしない
	
	
	
	
	漢字が読める
	
	
	
	
	文章題を解ける
	
	
	

	
	集中できる
	
	
	
	
	文字が書ける・嫌がらない
	
	
	
	
	時計が読める
	
	
	

	
	予定の変更を受け入れる
	
	
	
	
	誤字がない
	
	
	
	
	単位がわかる
	
	
	

	
	活動の中断ややり直しができる
	
	
	
	
	ノートがとれる・嫌がらない
	
	
	
	
	図形の問題が解ける
	
	
	

	
	課題をやり遂げる
	
	
	
	
	作文・新聞が書ける
	
	
	
	
	グラフを読み取れる
	
	
	

	
	状況に応じてペースを合わせる
	
	
	
	
	調べ学習ができる
	
	
	
	
	定規・コンパスを上手く使える
	
	
	

	
	班の友達と協力できる
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


当てはまる…◎　　だいたい当てはまる…○　　あまり当てはまらない…△　　当てはまらない…▲　＊観点にないものは加えてください。

観察項目チェック②（　）年
	項目
	観　点
	1学期
	２学期
	３学期
	項目
	観　点
	1学期
	２学期
	３学期
	項目
	観　点
	1学期
	２学期
	３学期

	教科学習【音楽・図工・体育・その他教科に関わること】
	歌を歌える・嫌がらない
	
	
	
	学校生活
	遅刻・不登校がない
	
	
	
	コミュニケーション・社会性
	仲の良い友達がいる
	
	
	

	
	楽器が演奏できる
	
	
	
	
	朝・帰りの準備ができる
	
	
	
	
	友達に受け入れられている
	
	
	

	
	作りたいものを決められる
	
	
	
	
	机の周りが整っている
	
	
	
	
	友達とトラブルにならない
	
	
	

	
	絵が描ける
	
	
	
	
	休み時間友達と遊べる
	
	
	
	
	相手の気持ちが理解できる
	
	
	

	
	道具（ハサミ・カッター）を上手く使える
	
	
	
	
	忘れ物がない
	
	
	
	
	勝手に触ったり使ったりしない
	
	
	

	
	マット・鉄棒・跳び箱ができる
	
	
	
	
	当番（日直・給食係）ができる
	
	
	
	
	怒っても手が出ない
	
	
	

	
	道具（なわとび）を使った運動ができる
	
	
	
	
	給食のルールが守れる
	
	
	
	
	自分勝手な行動をしない
	
	
	

	
	ボール運動ができる
	
	
	
	
	掃除ができる
	
	
	
	
	一方的に話さない
	
	
	

	
	水泳ができる
	
	
	
	
	学級活動に参加できる
	
	
	
	
	被害的に受け取らない
	
	
	

	
	ゲームのルールがわかる
	
	
	
	
	係・委員会活動できる
	
	
	
	
	吃音や不明瞭な発音がない
	
	
	

	
	負けても怒らない
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	宿題ができる
	
	
	
	学校行事
	式行事・集会で課題がない
	
	
	
	感覚

	音への過敏さがない
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	運動会
	
	
	
	
	暑さ・寒さに弱くない
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	遠足・見学
	
	
	
	
	偏食がない
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	触覚過敏がない
	
	
	


当てはまる…◎　　だいたい当てはまる…○　　あまり当てはまらない…△　　当てはまらない…▲　＊観点にないものは加えてください。

優先課題（　）年生　
	課題を絞込む観点
	【緊急性】早急に対応が必要な事柄　　　　　　　　　　　　　【達成の可能性】改善されやすいと思われる事柄

【波及性】改善されると他の課題にも好影響がありそうな事柄

	項目
	具体的な気になる様子
	項目
	具体的な気になる様子

	学習態勢
	
	学校生活・学校行事
	・

	教科学習
	・
	コミュニケーション

社会性
	・

	
	
	感覚
	・


支援シート（　）年生
	ステップ①
	ステップ②
	ステップ③

	気になるところ

（子どもが困っているところ）
	困難さの背景

（予想されるわけ）
	できるところ
（できるとき・よさ）
	◆短期目標（３～４ヶ月の目標）
	支援の成果・課題
（うまくいったところ・いかなかったところ）

	
	
	
	具体的な支援（○月から）
	

	・
	・
	・
	◆
	・








本人の情報





家庭の情報














関わりのある人物








プロフィール














リソースマップ


























支援シート





短　期　目　標





具体的な支援





指導法











教材・課題








気になる児童のピックアップ





関わり方








声かけ　等











▲、△がついたものの中から、次の優先課題シートの3つの観点に沿って課題を絞り込みましょう。





▲、△がついたものの中から、次の優先課題シートの3つの観点に沿って課題を絞り込みましょう。





環境調整





環境調整








人（友達・先生）・物・場所

















行動観察





学習の状況





チェックリスト


や諸検査














気になるところ





苦手なこと


嫌なこと　　





本児のよさ





得意なこと　　


興味関心が　


あること　





【校内】





〔　 　〕先生


　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　


　　　　　　　　


　　　　　　　　





〔　　 〕先生


　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　


　　　　　　　　


　　　　　　　　





〔　　 　　〕


　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　


　　　　　　　　


　　　　　　　　





〔　　 〕先生


　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　


　　　　　　　　


　　　　　　　　





〔　　 〕先生


　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　


　　　　　　　　


　　　　　　　　





観察項目


チェック


①・②





優先


　課題





〔　　 　　〕


　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　


　　　　　　　　


　　　　　　　　





〔　　 　　〕


　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　


　　　　　　　　


　　　　　　　　





〔　 　〕先生


　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　


　　　　　　　　


　　　　　　　　





医療機関


〔　　　　　　〕


〔　　　　〕先生


　　　　　　　　


℡　     - 











発達教育センター


〔　　　〕課・係　　　　　　　　　


担当〔　　　　　〕


　　　　　　　　


℡　845-0015


　　　　　　　　　








〔　　　　　　〕


　　　　　　　　


　　　　　　　　


　　　　　　　　


℡ 　    - 





〔　　　　　　〕学校


通級指導教室　　　　　　　　　


〔　　　　　　〕先生


℡　　　　-


　　　　　　　　　








えがお館


〔　　　〕課・係　　　　　　　　　


担当〔　　　　　〕


　　　　　　　　


℡　832-7120


　　　　　　　　　








〔　　　　　　〕


　　　　　　　　


　　　　　　　　


　　　　　　　　


℡ 　    - 





〔　　　　　　〕学校


通級指導教室　　　　　　　　　


〔　　　　　　〕先生


℡　　　　-


　　　　　　　　　








〔　　　〕学校


　　　　　　　　


担当〔　　　　　〕


　　　　　　　　


℡　     -       











〔　　　　　　〕


　　　　　　　　


　　　　　　　　


　　　　　　　　


℡ 　    - 





〔　　　　　　〕学校


通級指導教室　　　　　　　　　


〔　　　　　　〕先生


℡　　　　-


　　　　　　　　　








ゆうゆうセンター


担当〔　　　　　〕


　　　　　　　　


　　　　　　　　


℡　845-0040








優先順位の検討


困難さの背景





生かせるよさ


できるところ


できるとき





は、ファイルのシート





・本人の情報と家庭の情報を書きます。


・家庭の情報は、家庭訪問や懇談などで保護者に聞き取るか書いてもらいましょう。





・児童のできることや苦手なことを全体的に把握しましょう。・◎○は支援に生かせるよさとして、△▲は支援が必要な項目と考えましょう。


・１学期は、学期当初にチェックしましょう。・２・３学期は、学期末に変化のあった項目だけをチェックしましょう。





・児童のできることや苦手なことを全体的に把握しましょう。・◎○は支援に生かせるよさとして、△▲は支援が必要な項目と考えましょう。


・１学期は、学期当初にチェックしましょう。・２・３学期は、学期末に変化のあった項目だけをチェックしましょう。





・チェックシートに沿って、優先課題と決めたものを具体的な姿で表しましょう。





サポートファイルⅡ








・できるところをいかしながら具体的な支援を考えるようにしましょう。


・できるところは、項目チェックの◎・○から探してみましょう。








学校生活
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